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研究成果の概要（和文）：日本の多くの哲学者は、１９２０年代から３０年代にかけてヨーロッ

パに渡り、現象学や生の哲学、哲学的人間学などの形成途上にあった新しい哲学思潮に触れ、

それを基礎に自らの哲学的な基盤を構築していった。具体的な生の現実に迫ろうとする彼らの

基本的な態度は、このような西洋の哲学者との交流によって培われたと考えられる。しかし、

彼らは同時に、変転してやまない生の現実の根底にも眼を向け、それとの関わりにおいて生の

現実を把握しようとする独自の思想を形成していった。 
 
研究成果の概要（英文）：Many influential Japanese Philosophers studied in Europe in the 

1920s and 1930s and were inspired by the new philosophical currents as phenomenology, 

philosophy of life, philosophical anthropology and so on.  Their fundamental attitude, 

to recognize the reality of life, was built through the communication with the European 

philosophers at that time, but they formed their original thought by looking to the 

underlying base of the reality and grasping the latter in relationship with the former. 
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第２次世界大戦の戦間期に、日本とヨー

ロッパの哲学者のあいだでどのような思

想的な交流があり、どのような仕方でヨ
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ーロッパの哲学が受容され、またそれと

の思想的対決が行われたのか、さらにそ

れを踏まえて、日本の哲学者によりどの

ような仕方で独自な思想形成が行われた

のかということを明らかにすることを試

みた。 

 この研究のなかで、これまでの研究成

果を踏まえつつ、つまり、西洋哲学の受

容およびそれとの対決という視点を維持

しつつ、日本の哲学者たちが生みだして

いった思想の特徴、さらにはそれが持つ

現代的な意義・可能性について考察を加

える必要があるという認識を持つに至り、

本研究を立案するに至った。 

 
２．研究の目的 

 現在、日本哲学研究はきわめて活発化

しており、とくに京都大学日本哲学史研

究室を中心に組織された｢日本哲学史フ

ォーラム｣はその中心的役割を担ってき

た。しかしその研究活動の中心は西田幾

多郎や田辺元、九鬼周造など、個々の哲

学者の思想の内容や意義の解明に置か

れてきた。それぞれの研究が孤立し、必

ずしも明治以来の日本の哲学者たちの

営為を全体として捉え、その特徴を明ら

かにするということは十分になされて

こなかった。それに対して本研究は、そ

のような個別研究を踏まえながらも、重

心をその全体としての特徴という点に

置き、それがグローバルな哲学の議論の

場においてどのような貢献をなしうる

か、その可能性を問うという点に大きな

特徴を持つ。本研究では、西洋哲学との

比較という視点から日本哲学の特徴と

可能性とを考察することを目ざしたい

と考えているが、この観点を採用したの

はまず第一に、日本の哲学が内発的に発

展してきたのではなく、つねに同時代の

ヨーロッパやアメリカの哲学から影響

を受け、それを受容するとともに、それ

との対決を通して独自な思想を生みだ

してきたと考えるからである。日本の哲

学者たちが西洋の哲学から何を吸収し、

どこに問題点を見いだしたのかを明ら

かにすることによって、日本の哲学が有

する特徴をはじめて十全な仕方で明ら

かにすることができると考える。また、

日本の哲学者たちが生みだしていった

成果についても、それを西洋哲学という

鏡に映しだすことによってはじめてそ

の意義が明確になると考えている。 

 
３．研究の方法 

本研究は、日本の哲学者たちが西洋哲

学に触れ、何を受容し、どこに問題点を

見いだしたのか、そして西洋哲学との対

決を通してどのような仕方で独自の思

想を生みだしていったのかを明らかに

するとともに、彼らの思想の特徴や独自

性を浮き彫りにし、それが世界の哲学的

な議論の場においてどのような意義を

持ち、どのような貢献をなしうるのか、

その可能性を問おうとするものである。 

 その際とくに考察の対象としたいと

考えているのは、西田幾多郎、田辺元、

高橋里美、九鬼周造、和辻哲郎、三木清、

戸坂潤、西谷啓治、下村寅太郎などであ

るが、そのほとんどはヨーロッパに渡り、

形成途上にあった新しい哲学思潮に触

れ、そこから多大の影響を受けた。この

刺激がなければ、日本哲学の展開は、わ

れわれが目の前にしているほど魅力あ

るものにはなっていなかったかもしれ

ない。その意味で、彼らの著作の分析と

あわせて、彼らの留学先での研究活動に

関する資料・文献の調査をも行いたい。

彼らが欧米の哲学者たちと直接交流す

るなかで、どのように自らの哲学を形成

していったのかを明らかにしていきた

い。 

 

４．研究成果 

本研究で主として考察の対象として

取りあげたのは、西田幾多郎、田辺元、

九鬼周造、和辻哲郎、西谷啓治らである



 

 

が、そのほとんどは１９２０年代から３

０年代にかけてヨーロッパに渡り、現象

学や生の哲学、哲学的人間学などの形成

途上にあった新しい哲学思潮に触れ、そ

こから多大の影響を受け、それを基盤に

独自の思索を展開していった。１９年度、

２０年度には、これらの人々とドイツ・

フランスの哲学者とのあいだに実際に

どのような交流ないし思想的な影響関

係があったのか、それを通してそれぞれ

の哲学者のなかでどのような思想形成

が行われたのかを跡づけるための基礎

的な研究を行ったが、２１年度は、その

成果を踏まえて、ヨーロッパの哲学者と

の交流を通して日本の哲学者たちがど

のような仕方で思想形成を行ったのか、

そしてそこで形成された日本の哲学の

なかにどのような特質が見いだされる

のか、とくに西洋哲学と比較した場合に、

それらはどのような特徴をもつのか、ま

た、それが当時の文脈――学問だけでな

く、現実の社会――のなかでどのような

意義をもったのか、さらに現代において

どのような意義をもつのかという点に

力点を置いて研究を進めた。 

以上の研究を通して個々の研究者が

明らかにしえた成果については、研究会

や合宿などにおいて発表を行い、徹底し

た意見交換を通して研究の深化を図っ

た。またその成果を論文の形にまとめ、

冊子体の「研究成果報告書」を作成した。 
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